
(57)【要約】

本発明は、逆止弁であって、受容部（３４）内に挿入さ

れた弁ケーシング（４０）を備えており、該弁ケーシン

グ（４０）内でピストン状の弁部材（６０）が長手方向

しゅう動可能にガイドされていて、該弁部材（６０）が

、弁ケーシング（４０）に形成された弁座（４８）と協

働し、この場合に、弁部材（６０）が閉鎖方向では、プ

リロードのかけられた閉鎖ばね（７０）によって負荷さ

れ、かつ開放方向では流入部（４４ａ）内に形成された

圧力によって負荷されるようになっており、弁閉鎖部材

（６０）が弁座（４８）側から弁ケーシング（４０）内

に挿入されている形式のものに関する。弁ケーシング（

４０）は一体的に構成されており、弁ケーシング（４０

）が鉢状に構成されていて、底部（４２）と、切欠（４

１）を制限する周壁領域とを有しており、該弁ケーシン

グ（４０）の切欠（４１）の開放端部が受容部（３４）

から外方に向けられており、弁ケーシング（４０）の底

部（４２）に設けられた弁座（４８）が前記切欠（４１

）とは反対側に配置されており、弁部材（６０）のシャ

フト（６２）が、底部（４２）に形成された孔（４４ｂ
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 特 に 内 燃 機 関 の 燃 料 噴 射 装 置 の 高 圧 ポ ン プ の た め の 逆 止 弁 で あ っ て 、 受 容 部 （ ３ ４ ） 内
に 挿 入 さ れ た 弁 ケ ー シ ン グ （ ４ ０ ） を 備 え て お り 、 該 弁 ケ ー シ ン グ （ ４ ０ ） 内 で ピ ス ト ン
状 の 弁 部 材 （ ６ ０ ） が 長 手 方 向 し ゅ う 動 可 能 に ガ イ ド さ れ て い て 、 該 弁 部 材 （ ６ ０ ） が 、
弁 ケ ー シ ン グ （ ４ ０ ） に 形 成 さ れ た 弁 座 （ ４ ８ ） と 協 働 し 、 こ の 場 合 に 、 弁 部 材 （ ６ ０ ）
が 閉 鎖 方 向 で は 、 プ リ ロ ー ド の か け ら れ た 閉 鎖 ば ね （ ７ ０ ） に よ っ て 負 荷 さ れ 、 か つ 開 放
方 向 で は 流 入 部 （ ４ ４ ａ ） 内 に 形 成 さ れ た 圧 力 に よ っ て 負 荷 さ れ る よ う に な っ て お り 、 弁
部 材 （ ６ ０ ） が 弁 座 （ ４ ８ ） 側 か ら 弁 ケ ー シ ン グ （ ４ ０ ） 内 に 挿 入 さ れ て い る 形 式 の も の
に お い て 、
　 弁 ケ ー シ ン グ （ ４ ０ ） が 一 体 的 に 構 成 さ れ て お り 、 該 弁 ケ ー シ ン グ （ ４ ０ ） が 鉢 状 に 構
成 さ れ て い て 、 底 部 （ ４ ２ ） と 、 切 欠 （ ４ １ ） を 制 限 す る 周 壁 領 域 と を 有 し て お り 、 弁 ケ
ー シ ン グ （ ４ ０ ） の 切 欠 （ ４ １ ） の 開 放 端 部 が 受 容 部 （ ３ ４ ） か ら 外 方 に 向 け ら れ て お り
、 弁 ケ ー シ ン グ （ ４ ０ ） の 底 部 （ ４ ２ ） に 設 け ら れ た 弁 座 （ ４ ８ ） が 前 記 切 欠 （ ４ １ ） と
は 反 対 側 に 配 置 さ れ て お り 、 弁 部 材 （ ６ ０ ） の シ ャ フ ト （ ６ ２ ） が 、 底 部 （ ４ ２ ） に 形 成
さ れ た 孔 （ ４ ４ ｂ ） を 貫 通 し て 切 欠 （ ４ １ ） 内 に 突 入 し て お り 、 こ の 切 欠 （ ４ １ ） 内 に 閉
鎖 ば ね （ ７ ０ ） が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 特 に 内 燃 機 関 の 高 圧 噴 射 装 置 の 高 圧
ポ ン プ の た め の 逆 止 弁 。
【 請 求 項 ２ 】
　 閉 鎖 ば ね （ ７ ０ ） が 一 方 側 で 、 切 欠 （ ４ １ ） 内 に 向 い た 底 部 （ ４ ２ ） の 内 側 に 支 え ら れ
て い て 、 他 方 側 で 、 弁 部 材 （ ６ ０ ） の シ ャ フ ト （ ６ ２ ） に 結 合 さ れ た ば ね 受 け （ ７ ２ ） に
支 え ら れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 逆 止 弁 。
【 請 求 項 ３ 】
　 弁 ケ ー シ ン グ （ ４ ０ ） の 切 欠 （ ４ １ ） が 、 そ の 底 部 （ ４ ２ ） と は 反 対 側 の 端 部 に お い て
、 蓋 （ ７ ８ ） に よ っ て 閉 鎖 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 逆 止 弁 。
【 請 求 項 ４ 】
　 弁 ケ ー シ ン グ （ ４ ０ ） の 切 欠 （ ４ １ ） が 、 逆 止 弁 （ ３ ０ ） の 流 入 領 域 （ ５ ２ ） に 接 続 さ
れ て い る 、 請 求 項 ３ 記 載 の 逆 止 弁 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら ４ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 、 特 に 内 燃 機 関 の 燃 料 噴 射 装 置 の 高 圧 ポ ン プ
の た め の 逆 止 弁 で あ っ て 、 受 容 部 （ ３ ４ ） 内 に 挿 入 さ れ た 弁 ケ ー シ ン グ （ ４ ０ ） を 備 え て
お り 、 該 弁 ケ ー シ ン グ （ ４ ０ ） 内 で ピ ス ト ン 状 の 弁 部 材 （ ６ ０ ） が 長 手 方 向 し ゅ う 動 可 能
に ガ イ ド さ れ て い て 、 該 弁 部 材 （ ６ ０ ） が 、 弁 ケ ー シ ン グ （ ４ ０ ） に 形 成 さ れ た 弁 座 （ ４
８ ） と 協 働 し 、 こ の 場 合 に 、 弁 部 材 （ ６ ０ ） が 閉 鎖 方 向 で は 、 プ リ ロ ー ド の か け ら れ た 閉
鎖 ば ね （ ７ ０ ） に よ っ て 負 荷 さ れ 、 か つ 開 放 方 向 で は 流 入 部 （ ４ ４ ａ ） 内 に 形 成 さ れ た 圧
力 に よ っ て 負 荷 さ れ る よ う に な っ て い る 形 式 の も の に お い て 、
　 逆 止 弁 （ ３ ０ ） に 通 じ る 流 入 部 が 、 少 な く と も １ つ 有 利 に は 複 数 の 、 弁 ケ ー シ ン グ （ ４
０ ） を 通 っ て 延 在 す る 流 入 通 路 （ ５ ０ ） を 有 し て お り 、 該 流 入 通 路 （ ５ ０ ） は 、 少 な く と
も １ つ の 流 入 通 路 （ ５ ０ ） の 縦 軸 線 （ ５ １ ） が 、 弁 部 材 （ ６ ０ ） を 包 囲 す る 孔 （ ４ ４ ａ ）
の 縦 軸 線 （ ４ ５ ） と 交 差 し な い よ う に 、 弁 部 材 （ ６ ０ ） を 包 囲 す る 孔 （ ４ ４ ａ ） 内 に 開 口
し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 特 に 内 燃 機 関 の 燃 料 噴 射 装 置 の 高 圧 ポ ン プ の た め の 逆 止 弁 。
【 請 求 項 ６ 】
　 少 な く と も １ つ の 流 入 通 路 （ ５ ０ ） が 少 な く と も ほ ぼ 接 線 方 向 で 、 弁 部 材 （ ６ ０ ） を 包
囲 す る 孔 （ ４ ４ ａ ） 内 に 開 口 し て い る 、 請 求 項 ５ 記 載 の 逆 止 弁 。
【 請 求 項 ７ 】
　 少 な く と も １ つ の 流 入 通 路 （ ５ ０ ） が 非 円 形 の 横 断 面 を 有 し て い る 、 請 求 項 ５ 又 は ６ 記
載 の 逆 止 弁 。
【 請 求 項 ８ 】
　 弁 部 材 （ ６ ０ ） が 、 孔 （ ４ ４ ａ ） に よ っ て 包 囲 さ れ た 領 域 （ ６ ６ ） 内 で 狭 隘 部 を 有 し て
い る 、 請 求 項 ５ か ら ７ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 逆 止 弁 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 請 求 項 １ の 上 位 概 念 部 に 記 載 し た 、 特 に 内 燃 機 関 の 燃 料 噴 射 装 置 の 高 圧 ポ ン
プ の た め の 逆 止 弁 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の よ う な 形 式 の 逆 止 弁 は 、 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 公 開 第 １ ９ ７ ４ ４ ５ ７ ７ 号 明 細 書 に
よ り 公 知 で あ る 。 こ の よ う な 逆 止 弁 は 高 圧 ポ ン プ の 孔 内 に 挿 入 さ れ て い て 、 ピ ス ト ン 状 の
弁 部 材 を 有 し て お り 、 こ の 弁 部 材 は 、 高 圧 ポ ン プ の ポ ン プ 作 業 室 内 へ の 燃 料 流 入 を 制 御 す
る た め に 、 弁 座 と 協 働 す る よ う に な っ て い る 。 逆 止 弁 は 複 数 の 部 分 よ り 成 る 弁 ケ ー シ ン グ
を 有 し て お り 、 こ の 場 合 、 弁 部 材 は 弁 ケ ー シ ン グ の 第 １ の 部 分 内 で し ゅ う 動 可 能 に ガ イ ド
さ れ て い る 。 弁 部 材 は 、 弁 座 に 向 か う 閉 鎖 方 向 で 、 プ リ ロ ー ド （ 予 備 荷 重 ） の か け ら れ た
閉 鎖 ば ね に よ っ て 負 荷 さ れ て い て 、 弁 座 か ら 離 れ る 開 放 方 向 で 、 燃 料 流 入 部 内 に 形 成 さ れ
た 圧 力 に よ っ て 負 荷 さ れ て い る 。 弁 部 材 は 、 弁 座 側 か ら 見 て 、 弁 ケ ー シ ン グ の 第 １ の 部 分
内 に 挿 入 さ れ て い て 、 弁 ケ ー シ ン グ の 、 隣 接 す る 第 ２ の 部 分 の 切 欠 内 に 突 入 し て お り 、 こ
の 切 欠 内 に 閉 鎖 ば ね が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 弁 部 材 を 有 す る 弁 ケ ー シ ン グ の 第 １ の
部 分 と 、 閉 鎖 ば ね と が 、 高 圧 ポ ン プ の 孔 内 に 挿 入 さ れ て い て 、 次 い で 弁 部 材 の 第 ２ の 部 分
が 孔 内 に 挿 入 さ れ 、 そ れ に よ っ て 弁 ケ ー シ ン グ の 第 １ の 部 分 が 孔 内 で 固 定 さ れ る よ う に な
っ て い る 。 逆 止 弁 は 、 弁 ケ ー シ ン グ の 第 ２ の 部 分 の た め に 、 高 価 な 構 造 を 有 し て い て 、 そ
の 別 個 の 組 み 付 け 構 造 の た め に 、 高 価 な 組 み 付 け コ ス ト を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 発 明 の 利 点
　 こ れ に 対 し て 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 特 徴 を 有 す る 本 発 明 に よ る 逆 止 弁 は 、 一 体 的 に 構 成
さ れ た 弁 ケ ー シ ン グ の た め に 構 造 が 簡 単 で あ っ て 、 簡 単 に 組 み 立 て る こ と が で き る と い う
利 点 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 属 請 求 項 に 、 本 発 明 に よ る 逆 止 弁 の 有 利 な 構 成 及 び 実 施 態 様 が 記 載 さ れ て い る 。 請 求
項 ４ に 記 載 し た 構 成 に よ っ て 、 弁 ケ ー シ ン グ の 切 欠 の 負 荷 軽 減 及 び ひ い て は 、 逆 止 弁 の 迅
速 な 閉 鎖 が 可 能 で あ る 。 請 求 項 ５ ～ ８ に 記 載 し た 構 成 に よ っ て 、 逆 止 弁 を 貫 流 す る 燃 料 の
損 失 は 僅 か で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 面
　 本 発 明 の 実 施 例 が 図 面 に 記 載 さ れ て い て 、 以 下 に 詳 し く 説 明 さ れ て い る 。 図 １ は 、 内 燃
機 関 の 燃 料 噴 射 装 置 の た め の 高 圧 ポ ン プ を 示 し 、 図 ２ は 高 圧 弁 の 逆 止 弁 の 拡 大 し た 縦 断 面
図 を 示 し 、 図 ３ は 図 ２ の III－ III線 に 沿 っ た 横 断 面 図 、 図 ４ は 、 図 ３ の IV－ IV線 に 沿 っ た
変 化 実 施 例 に よ る 逆 止 弁 を 示 し 、 図 ５ は 別 の 変 化 実 施 例 に よ る 逆 止 弁 の 部 分 図 を 示 し て い
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 実 施 例 の 説 明
　 図 １ に は 内 燃 機 関 （ 有 利 な 形 式 で 自 己 点 火 式 の 内 燃 機 関 で あ る ） の 燃 料 噴 射 装 置 の た め
の 高 圧 ポ ン プ １ ０ が 示 さ れ て い る 。 こ の 高 圧 ポ ン プ １ ０ に よ っ て 燃 料 が 高 圧 で リ ザ ー バ タ
ン ク １ ２ 内 に 供 給 さ れ 、 こ の リ ザ ー バ タ ン ク か ら 、 内 燃 機 関 に 噴 射 す る た め に 燃 料 が 取 り
出 さ れ る 。 フ ィ ー ド ポ ン プ １ ４ に よ っ て 高 圧 ポ ン プ １ ０ に 燃 料 が 供 給 さ れ る 。 高 圧 ポ ン プ
１ ０ は 少 な く と も １ つ の ポ ン プ エ レ メ ン ト １ ６ を 有 し て お り 、 こ の ポ ン プ エ レ メ ン ト １ ６
は 、 少 な く と も 間 接 的 に 高 圧 ポ ン プ １ ０ の 駆 動 軸 １ ８ に よ っ て 往 復 運 動 で 駆 動 さ れ る プ ラ
ン ジ ャ ２ ０ を 有 し て い る 。 プ ラ ン ジ ャ ２ ０ は 、 駆 動 軸 １ ８ に 対 し て 少 な く と も ほ ぼ 半 径 方
向 に 延 び る シ リ ン ダ 孔 ２ ２ 内 で 気 密 に ガ イ ド さ れ て い て 、 駆 動 軸 １ ８ と は 反 対 側 の 、 シ リ
ン ダ 孔 ２ ２ の 外 側 の 端 部 領 域 内 で ポ ン プ 作 業 室 ２ ４ を 仕 切 っ て い る 。 駆 動 軸 １ ８ は 、 カ ム
を 有 し て い る か 、 又 は 駆 動 軸 １ ８ の 回 転 軸 線 １ ９ に 対 し て 偏 心 的 な 軸 区 分 ２ ６ を 有 し て お
り 、 こ の 軸 区 分 ２ ６ を 介 し て 、 駆 動 軸 １ ８ が 回 転 す る と プ ラ ン ジ ャ ２ ０ が ス ト ロ ー ク 運 動
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せ し め ら れ る よ う に な っ て い る 。 ポ ン プ 作 業 室 ２ ４ は 、 こ の ポ ン プ 作 業 室 ２ ４ 内 に 開 放 す
る 、 逆 止 弁 と し て 構 成 さ れ た 入 口 弁 ３ ０ を 介 し て 、 フ ィ ー ド ポ ン プ １ ４ か ら 延 び て い る 燃
料 流 入 部 に 接 続 可 能 で あ る 。 ポ ン プ 作 業 室 ２ ４ は さ ら に 、 ポ ン プ 作 業 室 ２ ４ か ら 開 放 す る
逆 止 弁 と し て 構 成 さ れ た 出 口 弁 ３ ２ を 介 し て 、 リ ザ ー バ タ ン ク １ ２ に 通 じ る 燃 料 流 出 部 に
接 続 可 能 で あ る 。 吸 込 み ス ト ロ ー ク 時 に 、 プ ラ ン ジ ャ ２ ０ は シ リ ン ダ 孔 ２ ２ 内 で 半 径 方 向
に 内 方 に 移 動 す る の で 、 ポ ン プ 作 業 室 ２ ４ の 容 積 は 増 大 す る 。 こ の 場 合 、 プ ラ ン ジ ャ ２ ０
の 吸 込 み ス ト ロ ー ク 時 に 生 じ る 圧 力 差 に 従 っ て 入 口 弁 ３ ０ は 開 放 す る 。 何 故 な ら ば フ ィ ー
ド ポ ン プ １ ４ に よ っ て 、 ポ ン プ 作 業 室 ２ ４ 内 に 形 成 さ れ る 圧 力 よ り も 高 い 圧 力 が 生 ぜ し め
ら れ る の で 、 フ ィ ー ド ポ ン プ １ ４ に よ っ て 圧 送 さ れ た 燃 料 が ポ ン プ 作 業 室 ２ ４ 内 に 吸 い 込
ま れ る 。 リ ザ ー バ タ ン ク １ ２ 内 に は ポ ン プ 作 業 室 ２ ４ 内 よ り も 高 い 圧 力 が 形 成 さ れ て い る
の で 、 出 口 弁 ３ ２ は 、 プ ラ ン ジ ャ ２ ０ の 吸 込 み ス ト ロ ー ク 時 に 閉 鎖 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 次 に 図 ２ ～ 図 ４ を 用 い て 入 口 弁 ３ ０ に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。 入 口 弁 ３ ０ は 、 半 径 方 向
で 外 方 に 向 か っ て シ リ ン ダ 孔 ２ ２ に 接 続 さ れ た 、 高 圧 ポ ン プ １ ０ の ケ ー シ ン グ 部 分 ３ ６ の
孔 ３ ４ 内 に 挿 入 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 孔 ３ ４ の 直 径 は シ リ ン ダ 孔 ２ ２ よ り も 大 き く 構 成
さ れ て い る 。 ケ ー シ ン グ 部 分 ３ ６ は 例 え ば 、 駆 動 軸 １ ８ が 支 承 さ れ て い る 別 の ケ ー シ ン グ
部 分 に 接 続 さ れ て い る シ リ ン ダ ヘ ッ ド で あ る か 、 又 は 駆 動 軸 １ ８ も 支 承 さ れ て い る ケ ー シ
ン グ 部 分 で あ っ て よ い 。 孔 ３ ４ 内 に 、 シ リ ン ダ 孔 ２ ２ に 向 い た 側 の 端 部 領 域 付 近 で 例 え ば
孔 ３ ４ の 軸 線 に 対 し て ほ ぼ 半 径 方 向 に 燃 料 流 入 通 路 ３ ８ が 開 口 し て い て 、 こ の 燃 料 流 入 通
路 ３ ８ は フ ィ ー ド ポ ン プ １ ４ に 接 続 さ れ て い る 。 入 口 弁 ３ ０ は 一 体 的 な 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０
を 有 し て お り 、 こ の 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ は 鉢 状 に 構 成 さ れ て い る 。 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ は 、 切
欠 ４ １ を 制 限 す る 周 壁 領 域 と 、 こ の 周 壁 領 域 に 接 続 さ れ た 底 部 ４ ２ と を 有 し て い る 。 弁 ケ
ー シ ン グ ４ ０ は 、 そ の 開 放 す る 切 欠 の 端 部 が 外 方 に 向 け ら れ て い る 。 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ は
そ の 底 部 ４ ２ が 内 方 に つ ま り シ リ ン ダ 孔 ２ ２ に 向 い て い て 、 底 部 ４ ２ 内 に 、 シ リ ン ダ 孔 ２
２ に 対 し て 少 な く と も ほ ぼ 同 軸 的 な 縦 （ 長 手 方 向 ） 軸 線 を 有 す る 孔 ４ ４ が 設 け ら れ て い る
。 こ の 孔 ４ ４ は 、 シ リ ン ダ 孔 ２ ２ に 向 か っ て 、 直 径 の 大 き い 区 分 ４ ４ ａ と 、 弁 ケ ー シ ン グ
４ ０ の 切 欠 ４ １ に 向 か っ て 、 直 径 の 小 さ い 区 分 ４ ４ ｂ と を 有 し て い る 。 孔 区 分 ４ ４ ａ の 開
口 部 に お い て シ リ ン ダ 孔 ２ ２ に 向 か っ て 弁 座 ４ ８ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 弁 座 ４ ８ は 例 え
ば 少 な く と も ほ ぼ 円 錐 形 に 構 成 さ れ て い る 。 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ は 例 え ば 鍛 造 部 と し て 構 成
さ れ て い て 、 鍛 造 後 に こ の 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ 内 に 孔 ４ ４ が 形 成 さ れ 、 弁 座 ４ ８ が 製 作 さ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ の 底 部 ４ ２ 内 に 、 孔 ４ ４ の 縦 軸 線 ４ ５ に 対 し て 少 な く と も ほ ぼ 垂 直 に
延 在 す る 少 な く と も １ つ の 流 入 通 路 ５ ０ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 流 入 通 路 ５ ０ は 一 方 側 で
底 部 ４ ２ の 外 周 壁 に お い て 開 口 し て い て 、 他 方 側 で 孔 区 分 ４ ４ ａ 内 に 開 口 し て い る 。 有 利
な 形 式 で ３ つ の 流 入 通 路 ５ ０ が 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ の 外 周 面 に 一 様 に 分 配 し て 設 け ら れ て い
る 。 こ の 場 合 、 流 入 通 路 ５ ０ は 、 そ の 縦 軸 線 ５ １ が 孔 区 分 ４ ４ ａ の 縦 軸 線 ４ ５ と 交 差 す る
こ と な し に 孔 区 分 ４ ４ ａ 内 に 開 口 し て い て 、 ま た 流 入 通 路 ５ ０ は 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う
に 、 孔 区 分 ４ ４ ａ 内 に 少 な く と も ほ ぼ 接 線 方 向 で 開 口 し て い る 。 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ は 底 部
４ ２ の 領 域 内 で や や 減 少 さ れ た 直 径 を 有 し て い る の で 、 底 部 ４ ２ の 外 周 面 と 孔 ３ ４ と の 間
に 環 状 室 ５ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 環 状 室 ２ 内 に 、 流 入 通 路 ３ ８ と 、 底 部 ４ ２ に 形 成 さ
れ た 流 入 通 路 ５ ０ と が 開 口 し て い る 。 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ の 周 壁 内 に 少 な く と も １ つ の 孔 ５
４ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 孔 ５ ４ は 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ の 切 欠 ４ １ を 環 状 室 ５ ２ に 接 続 す る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 流 入 通 路 ５ ０ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 孔 と し て 構 成 さ れ て い る 。 選 択 的
に 、 流 入 通 路 ５ ０ は 図 ４ に 示 さ れ て い る よ う に 非 円 形 の 横 断 面 を 有 し て い て も よ い 。 こ の
場 合 、 流 入 通 路 ５ ０ は 図 ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 特 に そ の 幅 が 、 孔 ４ ４ の 縦 軸 線 ４ ５ の
方 向 で 、 こ の 縦 軸 線 ４ ５ に 対 し て 垂 直 な 方 向 よ り も 大 き く 構 成 さ れ て い て よ い 。 こ の よ う
な 横 断 面 形 状 を 有 す る 流 入 通 路 ５ ０ は 、 例 え ば 浸 食 に よ っ て 孔 か ら 非 円 形 の 横 断 面 を 製 作
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す る こ と に よ っ て 製 作 さ れ る 。 流 入 通 路 ５ ０ の 端 部 領 域 は 、 有 利 な 形 式 で 図 ４ に 示 さ れ て
い る よ う に 、 孔 ４ ４ 内 へ の 開 口 部 に お い て 丸 味 を 付 け て 構 成 さ れ て い る 。 少 な く と も １ つ
の 流 入 通 路 ４ ０ の 前 記 構 成 は 、 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ の 一 体 的 な 構 成 と は 無 関 係 で あ っ て 、 任
意 の 別 の 構 成 、 例 え ば 複 数 の 部 分 よ り 成 る 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ の 構 成 に お い て 使 用 す る こ と
も で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 入 口 弁 ３ ０ は ピ ス ト ン 状 の 弁 部 材 ６ ０ を 有 し て お り 、 こ の 弁 部 材 ６ ０ は 、 シ ャ フ ト ６ ２
が 孔 区 分 ４ ４ ｂ 内 で し ゅ う 動 可 能 に 構 成 さ れ て い て 、 シ ャ フ ト ６ ２ の 端 部 領 域 が 、 孔 区 分
４ ４ ｂ か ら 出 て 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ の 切 欠 ４ １ 内 に 突 入 し て い る 。 こ の 場 合 、 孔 区 分 ４ ４ ｂ
の 長 い 長 さ を 確 保 し 、 ひ い て は 弁 部 材 ６ ０ の シ ャ フ ト ６ ２ を 良 好 に ガ イ ド す る た め に 、 底
部 ４ ２ か ら 、 切 欠 ４ １ 内 に 侵 入 す る 段 部 が 突 き 出 し て い る 。 シ ャ フ ト ６ ２ と は 反 対 側 の 端
部 領 域 に お い て 、 弁 部 材 ６ ０ は 、 シ ャ フ ト ６ ２ よ り も 直 径 の 大 き い 閉 鎖 体 ６ ４ を 有 し て い
る 。 こ の 閉 鎖 体 ６ ４ と シ ャ フ ト ６ ２ と の 間 で 、 孔 区 分 ４ ４ ａ 内 に 配 置 さ れ た 領 域 ６ ６ 内 に
お い て 、 弁 部 材 ６ ０ は 狭 隘 部 を 有 し て い る 。 こ の 弁 部 材 ６ ０ の 狭 隘 部 を 有 す る 領 域 ６ ６ は
、 有 利 な 形 式 で 丸 味 を 付 け ら れ て い る 。 閉 鎖 体 ６ ４ の 、 狭 隘 部 を 有 す る 領 域 ６ ６ へ の 移 行
部 に シ ー ル 面 ６ ８ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の シ ー ル 面 ６ ８ は 例 え ば 円 錐 形 に 構 成 さ れ て い て
よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ の 切 欠 ４ １ 内 に 閉 鎖 ば ね ７ ０ が 配 置 さ れ て お り 、 こ の 閉 鎖 ば ね ７ ０ は
一 方 で は 底 部 ４ ２ の 内 側 に 支 え ら れ て い て 、 他 方 で は ば ね 受 け ７ ２ を 介 し て 弁 部 材 ６ ０ に
支 え ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ の 切 欠 内 に 配 置 さ れ た 、 弁 部 材 ６ ０ の シ ャ
フ ト ６ ２ の 端 部 領 域 に 、 例 え ば 環 状 溝 ７ ４ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 環 状 溝 ７ ４ 内 に 、 ば ね
弾 性 的 な 固 定 リ ン グ ７ ６ が 係 止 さ れ て い る 。 こ の 固 定 リ ン グ ７ ６ に よ っ て ば ね 受 け ７ ２ が
保 持 さ れ る 。 プ リ ロ ー ド （ 予 備 荷 重 ） を か け ら れ た 閉 鎖 ば ね ７ ０ に よ っ て 、 弁 部 材 ６ ０ は
そ の 閉 鎖 方 向 に 負 荷 さ れ 、 こ の 閉 鎖 位 置 に お い て 、 弁 部 材 ６ ０ は そ の シ ー ル 面 ６ ８ が 弁 座
４ ８ に 当 接 す る 。 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ の 切 欠 ４ １ の 開 放 端 部 は 、 例 え ば 切 欠 ４ １ 内 に 押 し 込
ま れ た 蓋 ７ ８ に よ っ て 閉 鎖 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ は 有 利 な 形 式 で ケ ー シ ン グ ３ ６ の 孔 ３ ４ 内 に ね じ 込 ま れ 、 こ の 場 合 、
弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ は 雄 ね じ 山 を 有 し て い て 、 孔 ３ ４ が 雌 ね じ 山 を 有 し て い る 。 切 欠 ４ １ の
外 側 の 縁 部 領 域 に お い て 、 相 応 の 回 転 工 具 を 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ に 作 用 さ せ る た め の 箇 所 が
符 号 ８ ０ で 示 さ れ て い る 。 シ リ ン ダ 孔 ２ ２ か ら 孔 ３ ４ へ の 移 行 部 に 形 成 さ れ た 環 状 シ ョ ル
ダ ３ ３ と 、 こ の 環 状 シ ョ ル ダ ３ ３ に 向 け ら れ た 、 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ の 底 部 ４ ２ の 端 面 側 と
の 間 の シ ー ル は 、 環 状 シ ョ ル ダ ３ ３ と 底 部 ４ ２ と の 間 に 配 置 さ れ た シ ー ル デ ィ ス ク ８ ２ に
よ っ て 行 わ れ る 。 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ を 孔 ３ ４ 内 に ね じ 込 む 際 に 、 シ ー ル デ ィ ス ク ８ ２ は 弾
性 的 に 変 形 す る か 又 は 塑 性 変 形 し 、 そ れ に よ っ て シ ー ル が 確 実 に 行 わ れ る 。 シ ー ル デ ィ ス
ク は 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 又 は 柔 軟 な 金 属 例 え ば 軟 鉄 又 は 銅 よ り 成 っ て い て よ い 。 選 択 的 に 、
シ ー ル デ ィ ス ク ８ ２ は 省 い て も よ い が 、 こ の 場 合 は 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ の 底 部 ４ ２ 又 は 環 状
シ ョ ル ダ ３ ３ に 、 隆 起 し た 狭 い シ ー ル エ ッ ジ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の シ ー ル エ ッ ジ は 、 弁
ケ ー シ ン グ ４ ０ を 孔 ３ ４ 内 に ね じ 込 む 際 に 弾 性 的 に 変 形 す る か 又 は 塑 性 変 形 し 、 確 実 な シ
ー ル が 得 ら れ る 。 さ ら に ま た 選 択 的 に 、 環 状 シ ョ ル ダ ３ ３ と 底 部 ４ ２ の 端 面 側 と は 、 フ ラ
ッ ト な シ ー ル 面 を 備 え て い て も よ い 。 こ れ ら の フ ラ ッ ト な シ ー ル 面 は 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ を
孔 ３ ４ 内 に ね じ 込 む 際 に 互 い に 押 圧 さ れ る 。 外 部 に 対 す る 孔 ３ ４ の シ ー ル は 、 弁 ケ ー シ ン
グ ４ ０ の 外 周 壁 と 孔 ３ ４ と の 間 で 、 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ の 外 側 の 端 部 付 近 に 嵌 め 込 ま れ た シ
ー ル リ ン グ ８ ４ に よ っ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 弁 部 材 ６ ０ は 、 流 入 孔 ５ ０ を 介 し て 孔 区 分 ４ ４ ａ に 供 給 さ れ た 、 フ ィ ー ド ポ ン プ １ ４ に
よ っ て 生 ぜ し め ら れ た 圧 力 に よ っ て そ の 開 放 方 向 に 負 荷 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 圧 力 に よ
っ て 開 放 方 向 に 負 荷 さ れ た 、 弁 部 材 ６ ０ の 、 閉 鎖 体 ６ ４ へ の 移 行 部 は 、 シ ャ フ ト ６ ２ に 向
か っ て 閉 鎖 方 向 に 負 荷 さ れ た 面 よ り も 大 き い の で 、 開 放 方 向 で 弁 部 材 ６ ０ に 作 用 す る 力 が
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生 ぜ し め ら れ る 。 プ ラ ン ジ ャ ２ ０ の 吸 込 み ス ト ロ ー ク 時 に 燃 料 流 入 部 内 に お い て 、 フ ィ ー
ド ポ ン プ １ ４ に よ っ て 生 ぜ し め ら れ た 圧 力 は ポ ン プ 作 業 室 ２ ４ 内 の 圧 力 よ り も 大 き い の で
、 弁 部 材 ６ ０ は 閉 鎖 ば ね ７ ０ の ば ね 力 に 抗 し て 開 放 し 、 そ の シ ー ル 面 ６ ８ が 弁 座 ４ ８ か ら
持 ち 上 が り 、 そ れ に よ っ て ポ ン プ 作 業 室 ２ ４ 内 に 通 じ る 環 状 の 貫 流 横 断 面 を 開 放 す る 。 こ
の 場 合 、 流 入 孔 ５ ０ か ら 孔 区 分 ４ ４ ａ 内 に 燃 料 が 流 入 す る 際 に 流 れ 損 失 は 、 孔 区 分 ４ ４ ａ
内 へ の 流 入 孔 ５ ０ の 接 線 方 向 の 開 口 に 従 っ て 僅 か で あ る 。 流 入 孔 ５ ０ の 接 線 方 向 の 開 口 に
よ っ て 、 流 入 す る 燃 料 に 回 転 （ ね じ り ） 運 動 が 加 え ら れ る 。 弁 部 材 ６ ０ の 狭 隘 部 を 有 す る
領 域 ６ ６ を 、 丸 味 を 付 け て 構 成 し た こ と に よ っ て 、 燃 料 は 、 孔 区 分 ４ ４ ａ か ら さ ら に 弁 部
材 ６ ０ の シ ー ル 面 ６ ８ と 弁 座 ４ ８ と の 間 の 環 状 ギ ャ ッ プ を 通 っ て ポ ン プ 作 業 室 ２ ４ 内 に 流
入 す る 。 そ れ に よ っ て ポ ン プ 作 業 室 ２ ４ の 良 好 な 充 填 が 可 能 で あ る 。 弁 部 材 ６ ０ の シ ー ル
面 ６ ８ 及 び 弁 ケ ー シ ン グ ４ ０ に お け る 弁 座 ４ ８ が 場 合 に よ っ て は 摩 耗 す る こ と に よ っ て 、
弁 部 材 ６ ０ の 圧 力 負 荷 さ れ た 面 が 変 化 す る こ と は な く 、 ひ い て は 入 口 弁 ３ ０ の 開 放 差 圧 が
変 化 す る こ と は な い 。 弁 部 材 ４ ０ の 切 欠 ４ １ は 、 孔 ５ ４ を 介 し て 環 状 室 ５ ２ に 接 続 さ れ て
い る の で 、 弁 部 材 ６ ０ の 開 放 ス ト ロ ー ク 時 に 、 切 欠 ４ １ か ら 押 し や ら れ た 燃 料 は 環 状 室 ５
２ 内 に 流 入 し 、 閉 鎖 ス ト ロ ー ク 時 に 燃 料 は 環 状 室 ５ ２ か ら 切 欠 ４ １ 内 に 流 入 す る 。 こ れ に
よ っ て 入 口 弁 ３ ０ の 迅 速 な 閉 鎖 が 得 ら れ 、 切 欠 ４ １ 内 の 圧 力 上 昇 及 び こ れ に よ っ て 作 用 す
る 蓋 ７ ８ の 負 荷 は 避 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ５ に は 、 図 ２ の 実 施 例 に 対 す る 変 化 実 施 例 に よ る 入 口 弁 ３ ０ が 示 さ れ て い る 。 こ の 場
合 、 入 口 弁 の 基 本 的 な 構 造 は 変 わ っ て お ら ず 、 弁 部 材 ６ ０ の シ ャ フ ト ６ ２ に お け る ば ね 受
け １ ７ ２ の 構 造 及 び 固 定 形 式 が 変 わ っ て い る 。 ば ね 受 け １ ７ ２ は ス リ ー ブ 状 に 構 成 さ れ て
い て 、 例 え ば 弁 部 材 ６ ０ の シ ャ フ ト ６ ２ に 押 し 付 け ら れ て い る 。 こ の 構 成 に お い て 、 図 ２
に 示 し た 実 施 例 に お い て 設 け ら れ た 環 状 溝 ７ ２ 及 び 固 定 リ ン グ ７ ６ が 省 か れ て い る の で 、
入 口 弁 ３ ０ の 構 成 は 相 応 の 簡 略 化 さ れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の １ 実 施 例 に よ る 、 内 燃 機 関 の 燃 料 噴 射 装 置 の た め の 高 圧 ポ ン プ の 縦 断 面
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 高 圧 弁 の 逆 止 弁 の 拡 大 し た 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の III－ III線 に 沿 っ た 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 変 化 実 施 例 に よ る 逆 止 弁 の 、 図 ３ の IV－ IV線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 別 の 変 化 実 施 例 に よ る 逆 止 弁 の 部 分 的 な 断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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